
令和8 年 2 月 20 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動の様子の写真

活動場所 事業所内

実施日程 令和8年2月19日（木）

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要

日常生活においての金銭管理

利用者数　等 18名

＜目的＞ 利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい

自身の収入及び支出の状況を理解し、計画的な金銭管理を行う力を身につけること。 成果物の写真

利用者にとってのメリット

＜成果＞

実施した結果 現状の収入と支出を改めて考えて見直すことができるようになった。

最近の詐欺対策も知ることができた。

金銭管理に苦手意識を持った利用者が興味を持った。

課題点 一度だけだと忘れてしまったり、理解も難しいので知識の定着には

継続的な支援が必要と考えられる。

連携した結果に対する意見または評価 専門的な知識を有する方を招き、参加してもらったことにより、質疑応答などがスムーズに行えた。

今後の連携強化に向けた課題 障害の特性により、理解が難しい場合にどうするか。資料の作成をどのように連携して作成するか。

参加した利用者からの意見・評価 

価格一覧表を見たとき普段なにげなく食べているハンバーガーが値上がりしていることにびっくりした。

思ったより支出が多かった。

利用者からの意見・評価

住　所 栃木県鹿沼市富岡133-1 管理者名 粂谷　昌利

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 0289-78-4936 対象年度 令和7年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者） ソニー生命保険株式会社　宮原　翼様

金銭管理を学ぶことにより、生活に活かせる知識を得られることに加え、私生活においての自立度も

向上する。

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 就労継続支援A型事業所　I-terrace 事業所番号 9105000396

様式２


